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～平城京から藤原京へ～

設計趣旨

地方分権が進められている今、都市に寄りかかり似かよろうとする地方ではなく、

一つ一つの力や色を出していく必要がある。それが日本全体の支えとなる。

４７都道府県のうち、故郷である奈良県を考えた。

奈良県は古都として多くの歴史が存在する。それを守り、維持していくという

古きを重んじているが、その反面、変化を嫌い保守的になり、時代に対応出来ずにいる。

潜在力を無視し発展していくという矛盾が南（山地）北（盆地）にインフラ以上の

格差を生み分離した。それが限界集落や災害の対応につながっている。

今、奈良県は新しきを知るために全体を見る必要がある。

全体の９０％が山地である潜在力を活かせないか？

そのためには、他府県への利便性を重視し北部に中心がある現在を、

南に重心をずらす必要がある。

従来の閉鎖的な公舎ではなく［公］［民］［共］一体となる計画とし、新たな恊働体制を創る。

地域、南部、北部の情報があり、北部の中心とつながる事で、閉鎖的な南部と無関心な北部をつなぐ

［楔］となる。

素晴らしい資源がある、実力がある事を幻想に終わらせないために、県民が問題意識を持ち、

豊かな歴史と豊かな自然が［和合］する新しい奈良の歴史がはじまる。



奈良県の歴史年表

縄文・弥生時代
　旧石器時代から人々が住んでいた形跡がある
　石器の材料となるサヌカイトが産出された為遺跡群など多数ある
　弥生時代諸河川や高原地に集落が形成される

古墳時代
　紀元３世紀から４世紀豪族が力を強め他地域と交流・攻防や
　大陸と交流の末、現在の日本の大半を占める大勢力となった
　大和王権と呼ばれる
　邪馬台国があったとも言われている

　

　
　

　

飛鳥時代
　６７２年　飛鳥淨御原宮が遷都される
　法隆寺、飛鳥寺など建築され、仏教が盛んになってくる
　６９４年　藤原京に遷都される
　条坊制を取り入れ中国風都城として知られる
　６８０年　薬師寺 ( 本薬師寺 ) が建てられる

奈良時代
　７１０年　平城京に遷都される
　大安寺、薬師寺、興福寺、元興寺 ( 四大寺院 )
　( 薬師寺は藤原京から移設される )
　７５２年東大寺が建設される
　７６５年西大寺が建設される
　法隆寺を加え、南都七大寺とよばれる
　７５９年、鑑真が晩年を過ごした唐招提寺が建設される
　
　７８１年長岡京へ、７９４年平安京へ

明治以降
　１８６８年５月奈良府、７月に奈良県になる
　１８７０年五条県に一部の郡が移管される
　１８７１年第一次府県統合により改めて奈良県が設置される
　１８７６年堺県に編入され「大阪府の大和地域」とされた
　１８８７年１１月大阪府より分割され再び奈良県が誕生する

　１８９２年大阪、奈良間に１８９６年奈良、木津間に鉄道が開業される事で、
　神社仏閣の多い奈良県が観光地として栄えていく事になる
　１９５０年代現在の近鉄電車にあたる鉄道の開通により、学園前周辺が
　高級住宅街として開発が進んだ事で大阪のベッドタウンとしての礎を築いた
　高度経済成長期やバブル時に県内の人口は増加しドーナツ化現象の影響を
　大きく受けた

　２０００年以降は、都心回帰の影響もあって人口は減少しているが、
　生駒市や香芝市、奈良市など大阪に近い地域では開発が進んでいる

　観光地の面としては、１９９３年に法隆寺、１９９８年に古都奈良の文化財
　２００４年には、紀伊山地の霊場と参拝道が世界遺産に指定され現在、
　４ヶ所目の登録に向け、明日香村が活動を行っている　
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